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認知症の病態の進行に影響する重症化因子の特定と進行予防への効果的な介入方法の確立

のための研究 －原発性進行性失語について－ 

 

研究分担者 鈴木 匡子 東北大学大学院医学系研究科高次機能障害学教授 

     

研究要旨 

原発性進行性失語症（primary progressive aphasia; PPA）は、失語症を主体とする変性

性認知症である。失語症の症状から３つの臨床型に分けられ、背景疾患ともある程度の対

応があるとされる。しかし、初診時には背景疾患まで特定できないことも多く、経過を観

察し、失語症以外の症状の出現や画像所見の変化を参考にして診断される。本研究は、84

名の PPA 症例の臨床経過を観察し、背景疾患や予後に関連する要因について明らかにす

ることを目的とした。PPA の臨床経過において、歩行障害の出現は非流暢性/失文法型 PPA

で他の臨床型の PPA より有意に高く、背景疾患を反映していることが示唆された。経過

観察終了時点での入所・入院の割合について臨床型による差は認められず、様々な要因が

影響するためと考えられた。 

A.研究目的 

原発性進行性失語症（primary progressive 

aphasia; PPA）は、失語症を主体とする変

性性認知症である。失語症の症状から３つ

の臨床型に分けられ、背景疾患ともある程

度の対応があるとされる。しかし、初診時に

は背景疾患まで特定できないことも多く、

経過を観察し、失語症以外の症状の出現や

画像所見の変化を参考にして診断される。

本研究は、PPA 症例の臨床経過を観察し、背

景疾患や予後に関連する要因について明ら

かにすることを目的とした。 

 

B.研究方法  

対象は東北大学病院高次脳機能障害科で精

査した原発性進行性失語症患 92 名である。

情報欠損例、退院後の経過観察が 1 年以内

の症例を除外し、84名（非流暢性失文法型

nvPPA 35 名、意味型 svPPA 13 名、ロゴぺ

ニック型 lvPPA 11 名、分類不能型 25名） 

を解析対象とした。 

 初回精査入院時に、神経学的所見（歩行、

UPDRS-Part 3 を含む）、神経心理学的検査

（WAB 失語症検査、MMSE、NPI）、画像検査と

して MRI、IMP-SPECT を施行した。経過観察

時には言語機能・認知機能の評価ならびに

神経診察等による背景疾患の決定を行った。 

（倫理面への配慮） 

本研究は福島県立医科大学の倫理委員会の

承認を得て行った。  
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C.研究結果 

年齢には 4 群で有意な差がなかった。発症

時から最終診察までの期間は 2－16 年（中

央値 5.5 年）で、svPPA が他群より有意に長

かった。nvPPAでは最終診察時の歩行障害の

頻度が有意に高かった。さらに、nvPPA にお

いて、初診時の発語失行の存在は、最終診察

時の歩行障害の予測因子となりうることが

分かった。最終診察時に確認された施設入

所・入院の割合は 4群で有意差がなかった。 

 最終診察時点での背景疾患の診断は、

nvPPA の 8 割が前頭側頭型認知症（進行性

核上性麻痺、大脳皮質基底核変性症を含む）、

svPPA すべてで意味性認知症、lvPPA 全例で

アルツハイマー型認知症であり、従来の知

見に合致する結果だった。分類不能型では

2/3がアルツハイマー型認知症、残りが前頭

側頭型認知症であった。 

 

D.考察 

PPAの臨床経過において、歩行障害の出現は

非流暢性/失文法型 PPAで他の臨床型の PPA

より有意に高く、背景疾患を反映している

ことが示唆された。経過観察終了時点での

入所・入院の割合について臨床型による差

は認められず、様々な要因が影響するため

と考えられた。 

 

E.結論 

PPAの臨床経過は臨床型により異なり、歩行

障害の出現は非流暢性/失文法型 PPA で他

の臨床型の PPA より有意に高かった。また、

初診時の発語失行の存在は、最終診察時の

歩行障害の予測因子になりうることが示さ

れた。 
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